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【ものづくり 人づくり 地域づくり】

４０周年記念事業 （２）　生産者のお話し ・ 座談会

生産者との
「食を通じた協同」 を知ろう

－　いのちを育む生産と消費の協同　－
生産者連続公開座談会

　２月８日 （月） 10:30 ～ 13:00　　生協本部組合員室

　 石岡 ・鈴木牧場

「地域の牧場と消費者～人も牛も心穏やかに

～土作りがいのちを育む / 生協との出会い～」

　　（これからの予定）　参加申し込みは２ページ目

　　２月１５日 （月）　魚住道郎 （日本有機農業研究会） 「いのちの基盤を守る協同」

　　２月２２日 （月） 長島昌裕 （微生物農法の会） 「天と農の哲学」

　　３月　７日 （月）　影山治雄 （おかべや）　「国産大豆に寄せる想い」

　2015 年の総代会では、 若い組合員さんよ

り 「" 協同 " という言葉がたくさん出てきたが、

私たちには馴染みがない言葉で、 なかなか

わかりにく」 とのご意見も頂いていました。

　昨年１０月の 「４０周年協同・感謝のつどい」

に引き続き、 記念事業として 「４０年記念誌」

を編纂して次の世代に引き継ごうという作業

がはじまりました。

　その編集会議の中で、

　「私たちは生産者を取引先とは考えていな

い。 いのちの基盤を共につくる仲間として考

えてきた ・ ・ ・ 。 それが伝えきれているか？」

　「生協４０年を経る中で、 今あるひとつひと

つの食べものがどうして入るようになったの

か、 生産者と組合員が共にどのように努力し

て大切に育ててきた食材なのかが十分に若

手組合員 ・ 若手職員に伝えられていない」

　「次世代に常総生協の食と協同を伝えるため

に、 まず生産者と生協の出会い ・ 歴史 ・ 想い、

生協への意見を伺い、 次世代につなぐ記録とし

て伝えよう」 ということになりました。

　そこで、 ４０周年事業の一環として公開で

生産者のお話し会、 座談会を下記の通り開

催することとになりました。

　第１回目は石岡 ・ 鈴木牧場さんです。

鈴木さんのお話し会
の申込みは本部までお電話か

供給担当まで
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当日は、 鈴木さんご夫妻 （昇さん ・ ともえさん） といっしょに、 牧場の一員となった

息子さんの績 （いさお） さん・美登里さん夫婦 （右写真） も参加です。 ご紹介します！

　４０周年 生産者公開連続座談会

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ キリトリ ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

生産者連続公開座談会参加申込書 （〇をつけて下さい）

　■　２/ ８ （月）　　鈴木牧場　（お電話または供給担当に申込み下さい）

　□　２/ １５ （月）  魚住道郎 （日本有機農業研究会）

　□　２/ ２２ （月）　長島昌裕 （微生物農法の会）

　□　３/ ８ （月）　　影山治雄 （おかべや）

　コース名　　　　　　　　班名　　　　　　　　　

　組合員№　　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２月８日 （月） 10:30 ～ 13:00　生協本部組合員室

鈴木牧場

（これからの予定） 各 10 ～ 13 時　生協本部組合員室

　　２月１５日 （月）　魚住道郎 （日本有機農業研究会） 「いのちの基盤を守る協同」

　　２月２２日 （月） 長島昌裕 （微生物農法の会） 「天と農の哲学」

　　３月　７日 （月）　影山治雄 （おかべや）　「大豆に寄せる想い」

　　このあとひきつづき、 福島 ・ 東北の生産者を予定しています。

「地域の牧場と消費者－人も牛も心穏やかに
～土作りがいのちを育む / 生協との出会い～」
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２／１４ （日） ストップ TPP 茨城大集会へ、 消費者も合流しよう！

　食の安全確保や食糧自給の放棄に等しい

TPP。 医療も保険も庶民や弱者保護ではなく

市場にゆだねてゆくのが TPP です。

　政府は 「TPP 国内対策をするから大丈夫だ」

と言いますが、 その内容は企業農業優遇、 家

族経営切り捨て、 皆保険崩壊 ・ 金持ちしか医

療を受けられない政策です。

　安易に自由競争にまかせれば、 世界の企業

とそれに対抗する国内企業の競争の中で、 食

の安全も基盤も、 社会保障もたちまちのうちに

食い荒らされてしまうことになります。 これでは

国は不要になります。

　集会では各界からの発言、 第２部では TPP に

徹底して異議申立てをしている東大の鈴木宣弘

さんが TPP の本質、 全貌をお話ししてくれます。

　常総生協も２０１０年の理事会決議のもとで、 ストップ

TPP 茨城集会 （つくば国際会議場） に参加します。

ぜひ多くの組合員、 生産者の参加を呼びかけます。

会場入口 「常総生協」 の旗の下に参集ください。
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※昨年春に感想頂いていたもので、 ６月ニュース掲載に漏れてしまったものがありました。 お詫びします。

タイトル 観た
人数 観た場所 観た組合員さんの感想（お礼の言葉は一部省略しました）

双葉から
遠く離れて

１ 自宅
双葉町の全町民が避難という結果になり、 町民の苦しみ は耐え難いものがあったと
思います。 また町長さんが最初は原発を受け入れ、 爆発があってからの国や東電
の態度で、 反原発に考えが変わっていく過程に厳しさを感じました。

１ 自宅 様子がよく解りました。 皆さんがその後どう過ごされているか気になります。

４
韓国

YMCA
会議室

私たちの会は、 化学物質被害で、 自宅に住めなくなった人が多くいる。 原発の被
害者と同じだが、 どこからも救援を受け られず、 自動車の中で、 逃げ回 りながら夜
を過ごし、 風呂 にも入れない人もいる。 社会的に差別され、 捨てられてい る。 健
康も害し、 仕事も失う人もいる。 原発と共通であるが それ以上みじめかもしれない。

サクリファイス
４

韓国
YMCA
会議室

はじめは軽症で、 徐々に重症化し、 医者に手立てがなく、 死に至る。 国や社会から差別
され見捨てられる犠牲者達。 自に見える形で示されたこの説得有る映像は、 福島の被害
者逮の 10 年後かもしれない。 また化学物質 被害者の今 日の姿かもしれない。 説得力の
ある貴重で、 優れた報道の DVD である。 迫力があった。

１ 自宅 今、 観ておいてよかったです。 機会があったら友人とも文 観て共有 したい内容でした。

チェルノブイリ
ハート

２ 自宅 事故から 4 年がたちました。 自分の意識も当時よりゆるくなっています。 気をひきしめて、
出来るだけ気をつけていきたいです。 ありがとうございました。

真実はどこに
WHO と IAEA

１ 自宅

様々な病気を抱え苦しんでいる子供達の暗い表情が印象的でした。 子供達の体調不良を
目の当たりにし、 何とか救い たいと奔走し、 訴える医師達。 彼らの意見を聞こうともしない
学者達。 この DVD では、 WHO と IAEA の癒着も垣間晃えました。 チェルノブイリの教訓
を福島で生かすことの意味を 考えると共に、 その難しさも痛感しました。

祝の島 ３ 自宅 もう 30 年もお金に心奪われることなく、 信念をもっていらっ しゃる方がこうしていらっしゃる
ことがわかりました。  今の 私に何ができるのか問いかけられました。

赤とんぼが
いない秋

１ 自宅

乙戸南（土浦市）では、8 年程前の 5 月から急にトンボが全滅した。 全国的にアンケ トを配っ
て調べたら、 市街地や山聞の 方が、 生物が残っていて、 田の近くで急減し、 生物種類も 
急変したことを知った。 このビデオで、茨城県は全国でも 1 位に農薬被害が多いことを知っ
た。 後半の人に対する 影響の話もよい。 健康影響の実態をもっと詳しく知らせたらもっとよ
かった。

ミツバチからの
メッセージ

１ 自宅
強い農薬・・・規制ができないのか？カエルもトンボも カブトムシも、、、、 小さくなり少なくなっ
たと感じています。

ミツバチの羽音
と地球の回転

５ 自宅 未来のエネルギーを考えることが出来ました。

４
韓国

YMCA
会議室

西欧の環境対策が、 経済の発展をさえもたらしている様子に政治の賢さを感じた。 環境は
人の生活の基盤であるの に、 日本では何と愚かにも、 無視されていることか。 環境をしい
たげる者は、 人をしいたげる者である。 環境専門の 裁判所があることも羨ましかった。

フードインク

１ 自宅 想像以上でした。 空気中合成化合物の有害性 を問題にし いたのですが、 食品と共通の
原因、 機構が読み取れまし た。 この内容を、 皆に知らせ、 行動にうつします。

１ 自宅 お肉を食べたくなくなりました。 消費者が賢くなれば世界は 変わるのでしょうか ・ ・ ・ 。 体
に良い食べ物ほど高いなんて、 おかしい世の中です。

未来の食卓

４ 自宅

フランスは農業大圏、 ヨーロッパは安全基準に厳しい。  だからフランスの食べ物は安心、
のようにかんがえていたのに、驚きの内容でした。特に農家の人、子供達の健康被害の多さ、
それが放置に近いところにショックを受けた。  しかし、 人々の行動、 考え方の変容に勇気
ををもらいまし た。  なぜオーガニックを支持するか、 それは自分の健康のためのみならず、
未来の人類を守るため、 という明確な考えがもて、 信念を強くしました。 広く多くの方にみ
て頂きたいです。

２ 自宅 給食を通して、 子供達を教育する取り組みはすば らしいと 思います。 手遅れにならないう
ちに地球の健康を取り戻す試みが広がって欲しいです。

３ 自宅 村全体で環境問題に 取り組んでいけるなんですばらしい。  1 番大切なことは子供達の未
来を考え ること。まずは給食 から見直すということは日本でも取り組んでいけるとよいと思う。

モンサントの不
自然な食べ物

２ 自宅
モンサントが何なのかも分からず見ましたが、知らないと 大変な事でした。 よりいっそう ｛遺
伝子組み換え｝ について、 食べではならないと認識しました。 人にも伝えていきます。  こ
れを政府は見ないのでしょうか？？？

誰も知らない
基地のこと

１ 自宅 基地問題がある今、 みなさんに見て頂きたい映画です。  是非、 組合員をつのって観て共
有したい内容です。 ここから多くの社会のことが見られると思います。

１ 自宅

イタリアの若手監督 2 人の制作によるドキュメンタリ一、 冷戦終結後も、 世界 38 ヶ国に 716
のアメリカ軍事基地があり、 防衛力として存在するはずの軍隊が、 軍隊存続のために敵を
必要とする覇権国家アメリカ帝国の現実をしらされます。 現実、 真実を知ることの大切さを
しみじみ感じました。

DVD 貸出の申込みは、 注文書意見欄に題名と貸出希望と書いて生協まで。

「小さな上映会だより 2015-(7)」 （生協ＤＶＤ貸出状況）　脱原発とくらし見直し委員会


